
Theory

G0-1
Japanese (Japan)
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理論試験は5時間で、合計30点満点です。

試験開始前
• 試験開始の合図があるまでは、問題の入った封筒を開けてはいけません。
• 試験の開始と終了は、音で知らせます。1時間ごとに経過時間を伝えるアナウンスがあり、試験終了
（試験終了を知らせる音）の15分前にもアナウンスがあります。

試験中
• 専用の解答用紙が用意されています。最終的な解答は、対応する解答用紙（Aと記載）の該当欄に記入
しなさい。各問題には、細かい計算などを行うための白紙のワークシートが余分に用意されています
（Wと記載）。必ず現在取り組んでいる問題のワークシートを使うようにしなさい（ヘッダーにある問題
番号を確認してください）。採点されたくないことが書かれている場合は、該当箇所に線を引いたりバ
ツを書いて消しなさい。すべてのページは表側のみを使用しなさい。
• 解答はできるだけ簡潔に記すこと。可能な限り数式、論理演算子、スケッチなどを使って自分の考えを
説明し，長文の使用は避けてください。
• 数字を記載する場合は、有効桁数を適切に記載しなさい。
• 前の問題が解けていなくても、後の問題を解くことができる場合がよくあります。
• 物理定数の一覧は次ページに記載されています。
• 許可なく作業場所を離れることは許されません。助けが必要な場合（飲料水の補充、電卓の故障、トイ
レなど）は、パーテーションに付いているホルダーに 3つの旗のうち 1つを入れ、監督者へ知らせて
ください（”Refill my water bottle, please”, ”I need to go to the toilet, please”, もしくは”I need help,
please”）。

試験終了時
• 試験終了の合図があったら、直ちに筆記を中止しなさい。
• 問題ごとに、カバーシート（C）、問題（Q）、解答用紙（A）、ワークシート（W）の順に、対応するシー
トを並べ替えなさい。
• 一つの問題に属するシートは、すべて同じ封筒に入れなさい。また、注意事項が書かれた紙（G）を残
りの別の封筒に入れなさい。各封筒の窓から参加者コードが見えていることを確認すること。白紙のシ
ートも提出してください。試験会場から紙を持ち出すことは禁止されています。
• 主催者側が用意した青い電卓はテーブルに置いておきなさい。
• 筆記用具（ボールペン2本、サインペン1本、鉛筆1本、はさみ1つ、定規1つ、耳栓2対）、持参した
電卓（もしあれば），ペットボトルは持ち帰りなさい。
• 封筒が回収されるまで、自分の席で待機していてください。封筒がすべて回収されたら、ガイドが試験
場から退出するよう案内します。


